
 

 

           
 

 １１月３日 目黒さつき会館において、ＪＲ東海労新幹線地本と地本サークル協議

会協賛で文化祭の開催が行われました。 
 文化祭の作品は、多くの組合員と家族の皆さんに作品を出展して頂きました。 
 文化祭当日は、成田委員長挨拶、鈴木本部委員長挨拶があり加藤誠二さんから「蒲

郡駅事件」の特別報告において、会社の攻撃と裁判闘争の実情や今後に向けた「完全

無罪」の闘いを、仲間の皆さんと共に、闘っていく決意が述べられました。 
 講演では、「自然と人間」にも記載された「被爆医師が見たヒロシマの真実」肥田

舜太郎先生の広島原爆の体験談と当時のアメリカＧＨＱとの被爆者医療に対しての

生々しいやり取りなどが話されました。 
 文化祭参加組合員は、家族あわせて６５名の参加を持って開催してきました。 
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